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稲 わ ら 連 用 田 に お け る 施 肥 法
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1ま え が き

岩手県における稲わら施用は,年々増加して,還元面積
は水稲作付面積9z83511aの 30¢にも及んでいる。また県内
の稲わら施用農家実態は,施朔年数の浅い農家,5～ 6年
の運用農家, さらに

'0年
以上の運用農家も見られるように

なって,従来の稲わら施用による異常還元,窒素飢触によ
る生育障害もきることながら,稲わらを長期に運用するこ
とによって,新 たな技術問題が指摘されてきている。そこ
で稲わら運用田の水稲生育,収量に最も関連の深い窒素を
中心とした施肥法について検討した。

2試 験 方 法

稲わら運用田 :昭和58年以降,稲わらを仝■還元している
現地の農家圃場を選定 した。

(秋働込+石灰―N10た,+BM熔 りん勾旬+珪カル160′り/
10ア ール同時散布)対照田として近接の堆疑肥連用田を設

置した。
試験圃場 :灰褐色低地土壌 (石鳥谷町新掘 )
試験年次 :照利5,年 度
供試品種 :ト ヨ=シキ,稚苗, 5月 10日移植
試験条件 (表 1):元肥反応,穂肥反応
, 元肥反応 (農家圃場 )
表 1 供試条件

2 穂llE反応
稲わら長期連用田の元肥炒多水準 (N-5,N-6じ/10
アール )園場に30"X60CRの トタン枠を生育の均一な4株
を選定 して設置した。幼穂形成期 (7/16)に 重窒素硫安
(5 aton¢ )を窒素成分 2た9/40ア ール相当を表層に施
用した。重窒素の定量は狩野等の方法に準じ発売分光法に

より行なった。

6 試験結果および考察
稲わら連用田は県中部の石鳥谷町新堀地区で,北上川中
流域の左岸に位置する沖積層地帯である。供試圃場は昭和
30年頃に区画整理され,そ の後の土壌移動はない。稲わら
運用田と対照田は近接の圃場で立地条件,水系とも同一で
ある。対照日は豚厩 1巴毎年, 800ん9/107-ル の運用圃場
である。また,稲わら運用田と対照田の断面形魚 表 2の
土壊の理化学性ともほぼ類似 した圃場である。

稲わら運用日の元1巴多少水準の生育反応は表3に示すよ

うに,初期の草丈,多数の差は判然としない。しかし,元
1巴多水準の草丈は, 7月 中旬から急激に伸長し,単位面積
当りの礎藪増加も著 しく″当り1.050本にも達している。成

熟時の調査結果でも,稗長 穂長,穂数の増大は明らかで,
生育中llJ以降のllE効発現によって,生育量が増大し,単位
面積当り穎花数も4印 10粒の過痢順舵 となって,長得化に
よる受光態勢の悪化と倒伏による登熟歩合の低下によって

減収となった。

元肥少1巴水準は,元肥減による初lulの草丈,茎数 の抑制
も少なく,生育中期以降の生育制御が可能となって,期待
生育相に接近して51年度の異常気象下でも650均/107-
ルの収量を得た (表 4)。
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表2 供試圃場の理化学生

表る 草丈・多数の推移

表 4 収量構成と玄米重
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図 1 稲わら連用田の土壌N吸収動向

稲わら運用田と同一元1巴水準の堆疑肥運用の対照日は,

初期の草丈には差が認められないが,多数はやや勝る傾向

を示 した。7月上旬の穂数は稲わら運用田と同等の値を示

したが, 7月 下旬頃から生育量が低下し,適正な41L数 を

表5 稲わら連用田の元肥多少と穂丹巴Nの動向

率,窒素吸収量はいずれも元肥多水準が多く,全窒素に対

する穂肥由来窒素の占める割合は,元肥少肥水準 (N-3)
は115¢ に対し,元肥多水準 (N-6)は

'4¢
と低下して

いる。元肥少Л巴の稲体部位別穂1巴由来窒素の占める割合は,

葉身と茎+葉輪で高い傾向を示 した。逆に元1巴多肥は葉身

と茎+葉輸部位に元1巴窒素+土壊由来窒素の占める割合が

多くなっている。しかし穂肥由来窒素と元肥施肥窒素 +土

壌由来窒素の稲体部位別分配率は,元肥少肥水準で葉身,

穂部ともに穂IIE由来の窒素配分が少ない,元肥施肥窒素+

士壌由来窒素が穂部で高く,土壊窒素の穂部への移項率が

高い値を示 した。これらのことから元肥少肥水準は土壌由

来窒素の有効なれ囲がうかがわれる。また,元 1巴多水準は

穂肥由来の窒素分配率が葉身,穂部で高く,それ以外の窒

素も葉身部で高いことから,元 1巴多水準+潮巴の施1巴は出
穂後まで養分吸収が持続し,稲体の活性は高かったと思わ

れる。また後期の窒素吸収は,各部位,1の 元肥施肥窒素+

土壊由来窒素における元1巴N―
`/元

1巴 N-3の吸収量比
が,いずれの場合も全窒素吸収比より高い値を示すことか

ら,稲わら長期連用によって培養された土燿窒素肥沃度は,

確保しながら,登熟形質の不良によってやや減少となった。

稲わら連用日の重窒素利用による元lE施肥窒素の動向は,

移植後 1カ 月で21'利用されて,施 1巴窒素は 7月 上旬まで

に消失する。その後吸収される大部分は土壌由来の窒素で

ある。元1巴施肥窒素の利用率は4フチになった。これら稲わ

ら運用田の土壌由来窒素の積算収量と
'日
当り土壌由来窒

素の吸収様式は,図 1に示した。昭和51年の低温,寡照条

件下でも, 7月 上旬の後llJア 8'の 3日間は31℃以上の高

温が続き,温度上昇に伴い急激に土壌窒素の無機化が促進

され吸収利用されていることを示している。また7月 中旬

～下旬にかけての稲体の土壌出来窒素吸収量も多く,農家
圃場の元丹巴多水準の生育相解析から得られた生育反応と土

壌窒素発現様式が明らかに対応している。水田に施用され

た稲わらの分解は, 1年以 卜経過すると堆既 1巴と同等の組

成になることが知られ,運用による土壌1巴沃度の増大が指

摘されて来た。とくに長期連用圃場の土壌窒素有効化が幼

穂形成期を中心とした後lulに 発現することから,幼形期以

後の施肥窒素供給様式の適正化による登熱良化が望まれる。

稲わら長期運用圃場における元肥多少水準に対する穂
'巴窒素の動向は表 5に示した。成熟期の乾物生産,窒素含有

元le多水準による生育量の増大と根日の拡大による吸収能

増加は士颯出来窒素の吸収増となり,さ らに穂肥窒素施肥

によっても,上壌窒素の無機化を促進し,生育後期まで土
壌出来窒素のとりこみが見られる。昭和548～ 9月 の記
録的な低温.寡照条件下では生育中,後期の窒素供給は登

熟機能の維持向上にはマイナスとなった。

4 ま  と  め

1 稲わら長期連用圃場における元肥多少水準の生育反
応は明らかに認められ,元肥少肥で増収を得た。
2 稲わら14年運用上壌における元肥窒素吸収は,移植
後 1カ 月で21'利 用され, 7月 上旬までに施月巴窒素は消失

し,そ の後の吸収窒素の大部分は土壌由来の窒素である。

元肥窒素の利用率は47'に なった。

5 元肥多少水準の穂肥吸収は,穂肥由来窒素吸収量も
元1巴多>元肥少になる。各部位別の穂1巴由来窒素の分布比

率は元1巴少1巴水準で高い。元
"巴

多肥水準は生育後期まで元

肥窒素十土壌出来窒素のとりこみが増大する。

区 名 部 位 ”
０

Ｎ

″
，

N吸収量
(″/株 )

N (■の/株 ) 分 布 比 率 肥
率配
穂
分

元1巴+土壊
Nの分配率

元
肥
Ｎ
Ｉ
●

葉身

茎

様
穂
Ｔ

64
217
56
385
722

075
04,
052
105

481
1065
2'1
4022
5 _ヽ7

80
138
22
435
625

40 1

,25
269
5589
5184

166
150
69
108
115

8ζ 4

870
951
8'2
885

119
205
53
6ζ 3

77
1178
52
6'2

元
肥
Ｎ
１
６

翡茎
様
穂
Ｔ

9 6

268
66
4ス 1

898

1

α58

060
1 19

10● 3

1554
3Z7
56● 5

8539

106
141
16
544
80フ

7

1415
5`1
506,
7732

6

91

,7

8,4
90,
958
,l15

905

1,1
125
20
674

116
185
47
655


